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1.はじめに

かつては北海道各地の道端や雑木林の縁に野生のゴボウが群生していた。雪解け時に前年の株か

ら芽を出して夏に薄紫の花をつけ、秋に刺突に富んだ痩果(種子)を実らせていた。痩果は着衣に

付着し易く、乾燥して繰色から褐色に変わった頃、群生したゴボウの間を通り抜ければ、衣服一面

に長形で少し湾曲したやや扇平な痩巣が付着し、取り除くのに苦労したことを思い出す。しかし、

都市化が進むにつれ徐々にその姿が消え、野生のゴボウを自にする機会が少なくなっている。

中尾(1 976) は、「ゴボウは欧州、シベリア、満州、|に野生していて、中国では薬用が主であった

が、その用途で日本に渡来し、議菜に転換したものだろう。私が満州でみた野生のゴボウは、人家

近くのごみ捨て場などによく繁茂していた。これは人里植物のなかに入りょやはり雑草である o こ

のように、多くの栽培競菜が積極的に栽培されるようになったのは歴史時代であっても、その利用

は新石器時代に始まり、農耕開始とともに畑の雑草、人家集落付近の雑草となって、ひきつづき野

菜として利用されてきたものが主力になったといってよいだろう。」と、ゴボウを含めた諜菜が雑

草から野菜、そして読薬となる過程をのべている。青葉(1 98 1)によると、その根を肥大させて野

菜として食用としているのは日本列島と朝鮮半島に住む人に限られるという。

日本の文献に牛芽の名が記され、野薬として利用され始めたのは平安時代に入ってからのことで

あるが、最近、縄文時代の低湿地遺跡などから野生の堅巣類や奨果類の種子とともにゴボウやアサ、

ヒョウタンなどの穣子が発見され、その歴史が古くなりつつある。

ここでは、遺跡から出土したゴボウの種子と古文献に登場する牛葬の記録から、ゴボウの歴史に

ついて考えてみたし、。

2. ゴボウ

1)栽培種のゴボウ

高鵠ほか(1 980) には、「原種はヨーロッパおよびアジアの温帯に広く分布するが、栽培の土地

に雑草として生ずるもので、栽培品種としては日本において改良され、作物化したもので、日本人

のみが利用する。歯切れのよい肉質と香味が日本人の晴好に適したためか、古くから利用されたら

しく 10 世相から記載があり、異名も種々残っていて全国的に栽培されている。 J とある。‘青葉

(1 98 1)ーは、多くの品種は築の縁に鋸歯がない丸葉であるが、鋸歯の明瞭なアザミ葉の品種があり、

茎葉や花に紫紅色の色素が現れる赤茎と、飽素が出ない自茎があり、白茎とアザミ業の形質は、赤

菜と丸葉の形葉に対して遺伝的に劣性の形質であるとしている。また、ゴボウの代表的な品種が滝

野川赤菜ゴボウで、根の直径が 3 cm 前後、長さ 1m 以上になって掘り取りの労力が大きいため、

近は根が幾分短めな山田厚生ゴボウや柳川ゴボウなどが多く作られるようになったようであるとし、

このほかの品種として、根の誼径が 10em 前後に肥大する千葉の大浦ゴボウ、棋の程い京都の堀川ゴ

ボウや埼玉の梅田ゴボウ、アザミ葉ゴボウとして全国的に有名な福井県の越前白茎などがある。関
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西など西日本で需要が大きかった越前自茎ゴボウは、鋸歯がある葉は葉柄が長くて軟らかく、根が

大きくならず香りがよいことから、葉ゴボウとして用いられたが、今では自茎で丸葉の品種が作ら

れ、アザミ葉系統のゴボウは福井県下でもほとんど栽培されていないという(青葉、 1981)。

伊津 (990) によると、「ゴボウは秋にも、春にも、異なる季節に年 2 呂、種子をまくことがで

きる植物で。秋に種子をまき、翌年 6~7 月ごろ市場にでる新ゴボウは、細いものが多く、やわら

かで、特に香気が高くて喜ばれる。またこの新ゴボウのときの若葉もおいしい。ヨーロッパでは、

根は食用にしないで、この新葉をサラダに用いるo 春に穂子をまくと、翌年の夏に枝を分岐して、

その先にアザミに似た花を聞く。(略)はれもの・のどの痛み・むくみに種子を粉末にして、 l 臼

8g を 3 回に分服。漢方では種子を悪実と呼んで、はれものの薬にしている。煎汁をさかずき 1

杯飲めば、はれものの一つの口、 2 杯で二つの口が聞いて治るというし、茄策、中風の妙薬と

われている。J とあり、食用や民間薬として利用されていた。

2) 野生種のゴボウ

1990年から 1995年までの 5 カ年計留で、北海道開拓記念館とロシア極東地方の州立博物館、科学

アカデミ一極東支部および中国黒竜江省文物管理委員会など 4 機関との舗で「北の歴史・文化交流

研究事業」が行われ、ロシア極東地方を訪れる機会があった。その際、サハリン州ではユジノサハ

リンスク市はもとより、南サハリンの東西の海岸線や亜庭湾に面した各地で、ハバロフスク州では

パロフスク市やその近郊とアムール川下流域のボゴロツコエで、沿海地方ではウラジオストク市

やその近郊と金代の山城遺跡、で有名なシャイギンの周辺など、各地の道端や人家の周辺に点在もし

くは群生した野生のゴボウをみることができた。訪問時期が異なっていたため成育の程度は違った

が、各地でゴボウを抜いて根を調べてみた。

ロシア極東に分布する野生のゴボウは丸葉で白茎をしており、よく成育したものでは茎の下 3~

4emほどが直径 4 ~5emに肥大し、その下には鉛筆程度の太さで軟らかい、長さ IDem程度の細い根

があった。肥大した部分は硬く食用できなかったが、その下部の縮い根は香気があり食用が可能で

あった。だが、極東地方に分布するゴボウは根が人によって利用されることがない雑草である。

北海道大学構内各所に残る雑木林の縁辺には今でも野生したゴボウの群帯が繁茂し、数年官官に室

蘭市の住宅街でも道端に点産しており、数は少なくなったもののまだ残存している。

3. 文献に登場する牛芽

1)中部の文献に登場する牛葬

篠田 (974) による著書『中国食物史』には、中国の文献中に登場する作物や食物として牛芽の

名が 3 度登場する。
あわ

唐末五代に韓郭が著した歳時記である『四時纂要J には、農業記事に作物として麦、稲、嬬、禾、
さといもつくねいも オレむこん

黍、蕎麦などの穀物、瓜・越瓜・冬瓜・瓢・茄・大根・芋・署讃・百合・講などとともに牛芽の名

があり、北宋に呉?撃によって著された『種翠必用』にも、栽培食用作物として、大麦、小麦、稲、
っくねいも さといも かぷられんこん

あわ、大豆、小豆、大根・署詣・芋頭・蔓菩・講などとともに牛芽の名がある。南宋 03世紀中期)

に林洪が著した『出家清供J の風流料理百条中に、牛葬を食用としたことが記載されているのが最

後で、以後は清代になっても牛芽の名が登場しないという。

このほかに、 1590年に著された『本草網目J には食用にもなるが根茎が薬用になると詳しく述べ

られているものの、その後には野菜としては発達しなかったとの指摘がある(青葉、 1981)。

2) 日本の文献に登場する牛葬

日本の文献中に登場する牛芽もしくは牛芽と盟、われる記述を『古事類苑』植物部二・金石部から

探すと、『新撰字鏡』、『本草和名J、『和名類緊抄』、『類襲名義抄』、『庭訪i往来』、『類莱雑要抄J な

どに牛芽もしくは牛爵の名がみられる。

醍醐天皇が在位した平安時代の島泰年中 (898~900年)の『新撰字鏡J 木に、「懇賓支太支須J

という記述があり、当時は支太支須(キタキス)と呼ばれていた。また、閉じく平安時代の延喜18

年 (918年)の『本草和名』九には「議悪質、ー名牛芽j とあり、朱雀天皇の承平年中 (931~936

年)にj原/I慣が編纂した何日名類衰抄J 巻十六欽食部 第二十曲には引に競菜部 野菜類の項目に

大蔚・蔽蕨・茶・留稽・務・護とともに「牛葬(岐太岐須)J が登場する。園菜類ではなく野菜類

として扱われていることから、間上で栽培されたものではなく、山野で蒐集された山菜であった。

その呼び名についても『和名類緊抄』には岐太岐須とあり、『類東名義抄J 八 州qこ牛芽 キタキ

スー去ウマフ』キとあるように、牛芽と書いてキタキスと呼ばれてい司た。

料理lこ牛葬が利用されていた記錯は、『類東雑要抄』に記された元永元年 (1118) の宇治平等院

御幸御膳の献立が最も古く、「宇治平等院御幸御膳元永元年九月廿西日、大殿(藤原忠賞)被下御

白記定、三寸五分様器 干物五杯。海松、青苔、牛房、川骨、蘇根。J とあり、平安時代末には牛

葬が寺院料理の中に取り入れられていたことがわかる。ただ、ここであげられた牛房が闇菜であっ

たのか野菜であったかは不明である。『祇閤執行日記J の文和元年 (1352) 六日の項には「堀川神

人役七種菜。沙汰人行心法師持参ナツナ。ククタチ。牛房。ヒジキ。芹。大根。アラメ。各方五寸

折織。次号入也。此外塩噌各一 土器之。J という記述がみられ、『庭訪II往来』には「菜者織藷萄、

煮染牛芳J とした記述がみられるなど、料理の素材として牛努の使用が普及していた。

古島 (975) は『東寺百合文書』文永三年 (266) 十二月十四日の「丹波区大山庄領家御得分注

文事」に、 I(路)串柿十連暑預百本野老十合牛薦五十把巧若 :1ft丸土筆一斗干蕨十

二連胡桃子一斗平茸ニ節 梨子五合熟柿五合出牛房叶本、(略)J とあることから、この

頃には作物として栽培された牛芽と、山野に野生した山牛芽があったと指摘しており、料理の素材

として牛芽が普及していた鎌倉時代には牛芽が栽培化されていたと考えられる。

『古事類苑』植物部二・金石部には、江戸時代に牛葬を進物としていた記述もみられる。『党舜

日記』の文禄五年 (1596) 正月期日の日付には、「富院之被官各来、同在所衆萩原民部少輔、十疋

鈴鹿九左衛門、昆布一把、大工平次郎瓶二ツ、並錫双牛房二把(中略) 0持参也、J とあり、『宮

中秘策ニ十年中行事J の年中諸大名献上物之事には、

十月 寒中献上此月ニ入ル

牛穿干鰯寒中 大久保伊豆守

牛爵 本城山城守

胡桃牛欝寒中 土井大炊頭

と牛葬が献上物となっていたことが記されているo

また、興津 (997) では、井原西鶴の『世関胸算用J 巻ーの二「薙万は昔の鞘j に「餅に牛芽一

抱ずつ添えてJ とあり、巻ーの三「伊勢海老は春のもみじJ に「畑牛芽五把、ふとければ三把くる

る人がある」と、歳暮用の贈り物として使われたことが紹介されている。

3) 蝦実地の牛葬

蝦夷地での牛葬の記述は18世紀から 19世組の旅行記などに残されている。それもアイヌ

た栽培例は少なく、大半は場所請負人の番躍などの畑で栽培されたものと、野生した

牛葬祭中

牛欝

午爵

阿部豊後守

水野日向守

，鳥井伊賀守
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記述である。

なかでも古いのが享保 2 年(1717年)の『松前蝦夷記』で\「松前東西の地にで雑穀物、粟・稗・

大R' 小豆・午房・大根・瓜・茄子並麻・多業粉総て畑物土地相応に出来申候。尤所々畑作有之官

姓勝手次第作り取之よし。J とあり、松前地の畑作物の中に牛努があったことがわかる。

近藤重蔵の『近藤重蔵蝦夷地関係史料』には、寛政10年(1798) に「野菜類ハ菜・大根・サ h ケ、

木瓜・人参・牛葬等随分相応出来仕候。殊ニ夷人とも作法も不存、木ノ枝、真切等を以土を平ケ、

一面ニ蒔附、畝をも不立、肥をも不用、葬を樗{展事も無之。勿論鍬鎌も無之J とした幌別での記述

があり、アイヌ民族によった耕作が農具を用いず、畝立もしないし肥料もやらない、除草もしない

ものであったとしているが、作物の一つに牛警が含まれていた事を知ることができる。

『蝦夷日記』には「土地広く賞敷所。・・・・・此所誠ニ大きなるあさり沢山居る也。此所大根・

午房・木瓜・根深の類生る也。J と、嘉永 7 年 (1854) に野付(別海町)で行われた耕作状況が記

され、松浦武四郎によった『竹田郎理浦臼記』には、安政 3 年(1856) の大津の状況が「此辺土地

砂按りの礁石にして不宜。然、れども大根・菜・牛芳・五升苧等はよく出来たり」とあって、道東や

十勝で大根や牛芳、木瓜、五升芋が作られていた。また、島義勇の『入北記』にも「八月十五日、

此の地ノ番人焔を捧へをみる。沃土の上よく手入れいたせしものとみへよろし。きび・あわ・ひへ・

きうり・ねき・にら・大根・午房・べに・麦・かぶな・しそ・豆。右何れもすぐれて美大なるもの

多し。」とあり、安政 4 年(1857年)に野付では数多くの作物が作られその中に牛芽も含まれてた。

安政 5 年(1858) の『援策地名記J にも、「青物、インゲン・午欝・大根・瓜・菜なとハ自然ニ生

茂る。」とあり、道北の宗谷で牛芽が作られていたことが記されており、道内各地の番屋等の畑作

物のなかに牛葬も含まれていた。

このほかに、近世の蝦夷地での農作物を集成した山本(1998) によると、阿寒町オセナム、

町国泰寺、釧路市、えりも町幌泉、鵡川町、苫前町、松前町江良、雨垂石、上及部、厚沢部町安野

呂、熊石町、知内町、函館市銭亀沢、大野町文月、森町鷲ノ木などで、 17世紀末から 19世紀にかけ

て畑作物のーっとしてゴボウが作られていた。

野生の牛葬が生育していたことについてもいくつかの記述にみられる。

松前町江良付近にニウ、ニウシャクと共に自然主主の八九すの牛芽があった記述が、宝潜11年

(1762) の巡見使従者によった『奥羽O松前巡検之臼記』にあり、松浦武器郎の『竹四郎廼浦日記』

には、安政 3 年の紋別での「地味甚だよろし。馬鈴芋・白管(ネギ)・腐豆・また彰議菜(ゴボウ)

は野生の者多く出来。」と、議問子蔵の『協和使役J には問年の根モロでの「仙台の陣IJ、鹿あり。

未だ成らず。新歯を墾し、菜・大根を作る。根切虫多く出て是を害す。冬に入食ふもの無し。山生

牛葬類冬既に食ひ尽くす。」と、『加賀家文書』には万延元年頃(1860年)の斜里での「焔は宣運上

屋の傍に墾き、海rr、菜、藷萄、五舛芋、木瓜、小角立を産するのみ。地味淡故にや、其産微少なり a

午爵は自生のもの有。和人、土夷も採て喫す。j と記述されるなど、松前、紋別、根室、斜里に自

然生・野生・山生・自生と呼び方は異なるが野生の牛芽が存症し、根室、斜里では食用とされてい

たことがわかる。蝦夷地のどこかは不明だが野生の牛芽が存在したことは、天保年間に水回藩八代

議主徳川斉昭が著した『北方未来考J にも、「牛房には尺遡りの物、山にあるよしなれば、 0蝦夷

是は土地合て大く成のみならず、寒翻故、買を結ぶ事不棺成年々にもちこし候故、自ら根は太く相

成事と思はるる也、J と記されている。

松浦武四郎が弘化 3 年(1846) に蝦夷地を再航した際の『再航蝦夷日誌 巻之九』にも、現在の

稚内市周辺にあたるカン子コで「平浜。麓萩、虎杖多し。牛芽多く生たり。是よりソウヤ迄悶じき
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平浜にし而波浪静なり」と、ソウヤでは「樹木なし。只虎杖、皆、茅、鳥頭、攻塊、牛芽等繁茂し

たり j とあり、巻之拾には宗谷岬近くのヲショロマナイ付近で「小}I I有。橋有。水浅し。(略)牛

芳、虎杖、間多く生たり」、その先のエシャトンでは打 II有。幡六潤といへど‘も共ニ水浅し。(略)

海岸平磯。岩多し。此島北の方に出たる岬なり。陸の方平山。牛芽、虎杖、吹塊多し。 J とある。

さらに南下した現在の雄武町沢木より南のホンナイでも「此処サワキより凡十了と思わる。(略)

川有。沢通り草しげり虎杖、鳥杖多く生たり。牛勢多し」とした記述があり、宗谷海峡に面して設

けられた、江戸時代の宗谷会所付近からオホーツク海岸を南下した雄武町付近まで野生の牛芽が分

布していた。『竹四郎廻浦臼記 J、『協和使役』、『加賀家文書 J にみられる紋別、根室、斜里での記

述と、 r再航蝦夷日誌』に記された宗谷から雄武までの記述をなどを合わせると、その頃には松前

や、宗谷から根室までの海岸緯に沿って野生の牛芽が分布していたことがわかる。

ほかに、松前地では文政 10年(1 827 年)に香典として牛芽が用いられたことが、安政 7 年 (1860

年)の『町年寄日記抜書 J に記載されている。松前の雨垂村名主佐太郎が午麗廿わ、江良町名主代

年寄長右衛門が牛房を廿抱を、めいめいが麻上下着用して法櫨寺へ差上げたと記されたもので、内

地では牛芽が献上物や進物とされ、松前地では香典として牛芽が取り扱われていたのである。

北海道立文書館に保存されている、寛政 3 年(1 791)に樺太を訪れた松前藩士によった『蝦夷唐

太島之記 山組満州等之記全 J のなかに、樺太島ルヲタカ付近について I(路)産物山手は松、

椴、藻松、おっこの木、おひょふの木、かひの木、楓、午薦、当 1語、黒百合、春菊、独活、ゆたる

へ景満草二色染色赤患に侯えふり也。(以下略 )J と、宗在海峡の対岸のサハリン(留多加)にも 18

世組末に野生の牛葬があったことが記述されている。なお、留多加(現地名 AH I1 BA) 付近一帯

には現症でも野生のゴボウが群生している。

4. 遺跡から出土したゴボウの種子

青森県三内丸山遺跡低地部では、縄文時代前期の遺物包含層からヒョウタンやゴボウなどの栽培

植物穣子が出土し話題となった。同遺跡以外でも北海道では続縄文時代の江加市江別太遺跡、縄文

時代後期中葉の小樽市忍路土場遺跡(矢野、 1989) 、本州以南では縄文時代前期の福井県鳥浜貝塚

(笠原、 1986) 、縄文時代晩鶏の福隠県菜畑遺跡(笠原、 1984) からゴボウの種子が出土している。

1)鳥浜良縁

縄文芸家創期から前期後半の鳥浜貝塚は、貝塚を伴った低混地遺跡で、植物質遺物である丸木舟や

擢をはじめとした数多くの木製品、繊維製品、漆塗りの櫛や容器類が出土し、縄文人のタイムカプ

セルとよばれている。各種製品のほかにオニグルミ、クリ、ヒシなどの襲果類、キハダ、ムクロジ、

マタタビ、ブドウ属などの果実種子が出土し、栽培植物の緑豆、ヒョウタン、シソ、エコーマ、アサ、

アブラナ類などとともにゴボウの種子も出土(酒田、 1980 、笠原 1986) 。出土したゴボウの種子は

2 粒で、前期の K19 層から長さ 6.5 畑、幅 3 酬のものが l 粒、 K20 層から長さ 4.2mm 、幡1. 5皿のもの

が l 粒である o 笠原 (1986) は、ヒョウタン、緑立、エゴマ、シソについては南方系の照葉樹林文

化からのもの、アサ、ゴボウ、アブラナ類については北方系のナラ林文化からのものとしている。

2) 三内丸山遺跡

縄文時代前期中葉から中期末葉の三内丸山遺跡、からは数多くの堅果類や果実の種子の

されている(問団・伊藤、 1995) 。その内、 No.6 地区の前期中葉の遺物包含層からは堅巣のオ

グルミ、クリ、ヒシ鴎や、ヤマグヮ、サルナシ、キイチゴ属、キハダ、ウルシ、ヤマブド

トコ、ガマズミなどの果実種子とともに、イネ科炭化頴果、タデ科果実、アカ d盟措ヱ
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ている(高橋、 1997) 。

縄文時代から弥生時代の遺跡から出土した栽培植物の集約が寺沢ほか(1981)によって行われて

いる。寺沢ほか(1981)によると、縄文時代前期から後期前半には、北海道ハマナス野遺跡からの

ソノベ長野県大石遺跡、など 5 遺跡から出土したエコeマ、岐阜県ツルネ遺跡と埼玉県上野遺跡からの

オオムギ、長野県伴野原遺跡など 3 遺跡からの緑豆がある。後期後半から晩期末になると、九州で

は長崎県小原下遺跡なと"18遺跡からコメ、熊本県上ノ原遺跡など 3 遺跡からオオムギ、福間県四簡

A遺跡から小豆?、同県広田造跡から緑豆または小豆、長崎県筏遺跡からエンバク、大分県大石遺

跡からアワ?、熊本県上ノ際連跡から豆類、西日本の兵庫県口酒井穴森遺跡など 9 遺跡からコメ、

鳥取県青木造跡からヒエ・キビ、東日本の埼玉県真福寺遺跡の隷豆・ソパ・ゴ、マ、青森県石亀遺跡

など 5 遺跡からのソパ属花粉がある。

ゴボウの種子が出土した 5 遺跡と寺沢ほか(1981)によって集約されたものを含めると、縄文時

代の遺跡から出土した栽培植物はヒョウタン、ユウガオ、コメ、オオムギ、ァヮ、キビ、ヒエ、エ

ンバ夕、ソパ、繰豆、小夏、シソ、エコーマ、ゴマ、アサ、ホウズキ、アブラナ類、ゴボウの18種類

となる。北海道でも最近、苫小牧市柏原 5 遺跡の後期後半から晩期前半の造物包含題中や(榛坂、

1997)、千競市キウス 4 遺跡の後期後半の接土遺構中や水場遺構からアサの種子が出土しており

(吉崎・椿坂、 1998)、縄文時代からソノイ、アサ、ゴボウ、シソ、ホウズキなどの栽培植物が渡来し

ていたことが明らかになっている。これらの栽培穏の原生種が日本には存在しないことから、栽培

種の形で大陸から渡来したものと考えられる。

ところで縄文時代の遺跡から出土した遺物の中には、日本海沿岸に分布する「けつ状耳飾り J、

山形県三崎山出土の「青錦刀子J、山形県羽黒町中川代遺跡の「有穴石斧」、資森県今津遺跡の「高

状三思土器J など、大陸との共通性を伺わせるものがみられる(J 1 l!崎、 1996)。このほかに大陸と

の関係が指摘されているものに、鳥浜貝塚や三内丸山遺跡などから出土した漆設りの飾弓や飾櫛、

漆塗りの木製容器や漆塗りの土器などを製作する漆器製作技術があり(橋本、 1999)、縄文時代後・

晩期に北海道南部の遺跡から自然、分布の域を越えてイノシシの脅が出土し、イノシシの幼獣をかた

どったこt製品が出土していることについて、中関東北部からイノシシ銅育技術が東北地方や北海道

に導入された結果であるとした指摘がある(加藤、 1985) 。

これらの遺物や各種技術の導入が、縄文人によって組織的に符われたのか否かは不明だが、縄文

時代早期末から晩期にかけて、日本海をとおした大陸との交流が存在したことを示す。そうした交

流をつうじて、各種の文化要素とともに日本には原生種がない栽培植物が渡来してきたと考えられ

る。その最初が早期末から前期で、けつ状耳飾りの製作技術や漆器製作技術などとともにアサ・ゴ

ボウ・エゴ‘マ・シソ・ヒョウタン・ユウガオ・隷受・ソパなどが持ち込まれ、次いで中期から後・

晩期にかけてコメやオオムギ・アワ・キビ・ヒエ・エンバ夕、小豆・ゴ、マ・アブラナ類などが持ち

込まれたのであろう。ただ、前期に渡来してきた栽培穣が後・晩期まで絶えることなく栽培さ

とは考えられず、作物の組合せを変えたり、渡来ルートや上陵地を変えながら、

もわたって渡来してきたのであろう。

北海道の続縄文時代の墳墓からはサハリン躍と考えられるコハク玉が多量に産出し、

はさんだサハリン南部や北海道北部に分布した鈴谷式土器などが北海道中央部から

ホーツク文化の十和田式土器が北海道西南部の泊村や奥尻町、青森県で発見される

にはサハリンと北海道との罰で麟繁な交・流が行われていた。そ

ゴボウといった栽培植物が北海道に持ち込まれた可能性が強い。
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5. 臼本列島に渡来したゴボウ

1)ゴボウの渡来時期

上述のように、縄文時代前期の鳥浜貝塚と三内丸山遺跡、後期の忍路土場遺跡、晩期の菜畑遺跡、

統縄文時代の江 gil太遺跡の 5 遺跡の造物包含層からゴボウの穣子が出土した。菜畑遺跡のものは炭

化しており、他の 4 遺跡は低湿地遺跡であることから未炭化な種子である。

ゴボウの種子が出土した 5 遺跡からはヒョウタン、ユウガオ、コメ、アワ、経豆、小豆、シソ、

エコeマ、アサ、ホウズキ、アブラナ類とゴボウを含め 12種類の栽培植物が出土しているが、他の多

くの遺跡から栽培植物やその存在を示す器宮の一部が出土している。

関山県では真庭郡美甘村姫笹原遺跡、など 4 遺跡から出土した、縄文時代中期中葉の土器胎土中か

らイネのプラントオパールが検出され、この頃すでにイネの栽培が始まっていたことが明らかになっ
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マメ科炭化種子など人間が利用した痕跡があるものや、ヒョウタンとその仲間である

ユウカ。オ、ゴボウ類の果実など栽培種の可能性が強い穂子が出土している。出土したゴボウ類種子

の大きさや数は不明だが、出土植物種子のリストでは少量であったと記載されている(南木、 1995) 。

3) 忍路土場遺跡

忍路土場遺跡は縄文時代後期中葉の低湿地遺跡、で、氾濫穏を埋積した低湿地堆積物中から後期中

葉の船泊上層式、手稲式、ホッケ潤式土器と各種の石器、多量の木製品、繊維製品、漆器、動植物

遺体はもとより、作業場と考えられる遺構も発掘された。

遺物組合層からオニグルミ、トチノキ、ミズナラ、クリなどの堅果皮、ヤマブドウ、サルナシ、

キハダなどの果実種子とともに、ゴボウの種子やシソ、ホウズキ、アブラナ類の種子が検出されて

いる(矢野、 1989) 。同遺跡、の遺物包含層中からはソパ膳花粉も検出されており、数種類の作物が

栽培されていたことが明かになっている。

写真図版から最低でも 5 粒出土したことが確認でき、長さ 4，9阻~6 ， 1皿、幅 2 ，3mm~3 ， lmm の種子

が若干出土したと報告されているが、出土総数は不明である O

4) 菜畑遺跡

菜畑遺跡は縄文時代前期と晩期後半の山の寺式、晩期末の夜臼式、弥生時代前期、問中期、弥生

時代から歴史時代までの各時期の造物包含層と水凹跡、住居跡からなる遺跡である。このうち、縄

文時代晩期後半の山の寺式土器の遺物侶含属から石包 γ、石斧、用水路の木柵や木鍬などの遺物と、

炭化米や炭化した 1 粒のゴボウの種子、アワ、アズキ、米炭化な雑箪メロンの種子が検出されてい

る(笠原、 1984) 。

5) 江別太遺跡

江gil太遺跡は、石狩 III との合流点、の上流約 2km 付近に位議した、旧千歳 III の湾曲した流路内で発

掘された、縄文時代晩期末から続縄文時代後半期初頭にかけての、サケ類を捕獲していた低湿地遺

跡である。遺跡、からはサケ類を捕獲する毘的で構築された杭列、縄文時代晩期末や続縄文前半期の

から後半期初頭の土器、各種の石器、刺突異、針入などの骨角器、カンザシ、スプーン、鉢類、箸、

錯先、たも網柄などの漁労具、弓、丸木舟の擢、斧柄などの木製品、イヌ、エゾシカ、ニホンカワ

ウソなどの日甫乳類・鳥類骨、サケ、スズキ、ヒラメなどの骨が出土している(高橋編、 1979) 。

また、オニグルミ、クリ、トチノキ、ヒシなどの竪果皮、ヤマブドウ、サルナシなどの果実種子、

百数十粒のアサと(矢野、 198 1)、長さ 5 ，3~6.7m 回、幡 2.3~3.3mm のゴボウの種子約 50粒が出土した。

完形なもの 20粒の計測平均値は、長さ 5.9 回、幅 2.7 闘である。
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遺跡から発見された種子の存在から、縄文時代前期には描井県鳥浜貝塚と青森県三内丸山遺跡内

に、外来植物であるゴボウが実を結んでいたことは事実である。ゴボウについても、根や葉が食料

となり、果実が薬照に用いられるといった特性を持った植物である。日本に原醸しない様物種子が

遺跡内から発見されるのは、果実を加工して容器を製作するため、穣子や茎・根・葉を食料や薬用

とするため、芸から繊維を採るためなど、植物のどこかの部位を利用する自的をもって、遺跡の居

間で栽培されていたことを示す。

だが、ゴボウの種子が衣服などに付着し易い事を考えれば、大陸との交流の過程で移動したヒト

の着衣もしくは物に付着して、種子が偶然に日本列島に持ち込まれた可能性も考えられる。地に落

ちて芽を出すとともに年月を重ねる中で増殖し、再び国内での物流の過程で各地に拡散したことも

考えの中に入れておかねばならない。

2) ゴボウは縄文人にとって期待できる食料であったか

ゴボウが臼本列島にもちこまれたのは種実を薬用として利用するためであったとする、中尾

(1976) や青葉(1981)の見解があり、実際に漢方では種子の煎汁をはれものの薬として利用した

り、癌気や中風の妙薬としている(伊深1990)。また、後述するがアイヌ民族も葉を薬用として利

用している。

『和名類東抄』には園菜類ではなく野菜類として取り扱われ、膏葉(1981)によっては根を肥大

させて野菜化したのが平安時代頃とされている。野菜類のーっとしてゴボウがあげられていること

から、当時、京都周辺の出野に他の野草ととともに群生し、食料となっていたことが向えるが、ど

の部位が食料とされていたかは不明である。 10世相前半の『和名類衆抄』では野菜であったゴボウ

が、作物として記録に登場するのが13世紀半ばで(古島、 1975)、この聞に野菜から園菜となり葉

もしくは根が利用され始めたのであろう。また、牛房と山牛房と区分されて記載されていることは、

栽培されたものと野生のもの両者が利用されていたことを物語る。本州、i以南では、以後野生のゴボ

ウに関する記録はみられない。

アイヌ民族によった和用例として、「葉柄をseta-korkoni [seta(犬) korkoni(蕗 )J (幌Jj IJ)、

sita 必orkoni [sita(犬) korkoni(蕗 )J (様似・足寄・芽室・屈斜路・美幌)とよび、葉を「シ

と J (sito しとぎ 楽)に揖きまぜて食べ、根も汁の賞にした。葉わまたもんで傷口につけ或いわ

麗物の膿を吸い出すのに用いた(幌別)。果買わ多量に採集して「プ J (pu 倉)の下の地雷にまき

散らし、また「ぷケマ J (pu-kema 倉・脚)に結びつけておくと、鼠が恐れて近ずかぬとゅう

(美幌・足寄)。この果蜜わ撞に着くと離れぬので、熊もそれを見れば恐れて近ずかぬ。それで、山

の JII 端に建てて凍鮭を貯えておく fにプ J (ni-pu 木・倉)の下にわ必ずこれを大量にまいて野獣

の襲撃を防いだ(美幌 )J と(知里、 1953) 、葉と根は食用となり葉は薬用ともし、賓は動物よけに

利用したことが記述されている。

江戸時代の旅行記には斜里では運上屋の和人と岡地に居住したアイヌが、根室では仙台陣屋の和

人が周囲に野生したゴボウを食用とした例がある。アイヌ民族も野生のゴボウの根や葉を食用とし

た例があることから、北海道に野生したゴボウについてもその根や葉を食料として利用することが

可能であった。だが、野生したゴボウが局囲にあったにもかかわらず、番屋などの畑でゴボウが栽

培され、幌別ではアイヌの畑でゴボウが栽培されていたことなどを考えれば、野生のゴボウが食糧

資掠としてそれほど期待されていなかったことを示すものと考えられる。

らのゴボウ種子の出土は、そこにゴボウが生育していたことを示す。しかし、ゴボウの種

のは種子を植えて芽を出してから越冬した翌年のことで、種蒔きした当年や、謹年に種子

が実る前に根を利用していれば種子が実ることはなし、。遺跡からのゴボウの種子はゴボウが群生は

していたが、その根は利用されることなく種子を実らせていたことを物語るのではなかろうか。

三内丸山遺跡から出土したゴボウについて南木(1 995) が、「これがゴボウであるとすると、果

実が産出することは真に不思議である。縄文時代にも様々な横物の根茎を利用したのは当然であり、

炭化した根茎が点々と報告されている。しかし今回産出したのは果実である。広く雑草化していた

ために果実が産出したのであろうか。あるいは、根茎ではなく、ゴボウの果実を利用していたのか

もしれない。 J としているが、この指摘が当を得ているのかもしれなし、。

3) 蝦英地のゴボウ

江戸時代後半期の旅行記には、宗谷から根室までの宗谷海峡やオホーツク海に面した各地と、松

前付近などに分布した野生のゴボウについての記録がみられる。記録に登場する野生のゴボウが、

続縄文時代の江別太遺跡から発見されたゴボウと閉じ頃に持ち込まれたものが営々と繁茂したこと

がまず考えられる。しかし、続縄文文化に続いて北海道で展開された、雑穀農耕そも生業基盤の一

部に取り入れた擦文文化の遺跡からオオムギ、キど、アワをはじめとした数多くの栽培種子が発見

されているが、ゴボウの種子が発見されることはなく(山田、 1998) 、遺跡屈屈にゴボウが野生し

ていた状況は考えがたし、。次いであげられるのが、近世に行われた山丹交易、北蝦夷地開発によっ

て大陸や樺太から持ち込まれ、道内各地に拡散して繁茂した可能性である。

寛政 3 年(1 79 1)に樺太を訪れた松前藩士によった『蝦夷唐太島之記 山親満州等之記全 J の

なかに、亜庭湾に題した留多加にゴボウが野生していた記述があることを前述した。また、明治 39

6 月から 10 月にかけて宮部金吾・三宅 勉氏によって行われた、樺太の植物調査の報告書『樺太

植物調査概報』第二節食用植物の項にも「ごぼう J の名が記され、ゴボウが自生していた。また、

南サハリンには現在も野生したゴボウが群落をつくって繁茂している。

樺太には 13 世組後半に元朝が数回出兵し、明朝にはいってからも永楽帝の初めに樺太遠征を行っ

たことが知られている。海保(1 990) によると、中国の物資の樺太への流入が本格化するのは元・

明代からで、 13 世紀後半から 14世紀初期には、樺太は中菌と確実に結び、つけられていた。また、海

保(1 990) は、樺太アイヌが出丹交易によって得た錦や青玉などは、寛文 9 年のシャクシャインの

戦い以前に開設された宗谷商場制]にもたらされ、松前藩がアイヌから独占的に翼い上げ、蝦夷地

の特躍物として、江戸・大阪に販売したとしている。

山丹交易が黒竜江下流のデレンで行われていたことは、間宮林蔵の『東韓地方紀行 J で明らかで、

山丹交易品は野生のゴボウが繁茂する黒竜江(アムール}II)中・下流を経由して運ばれていた。交

易のための大陸との往来や山丹人の樺太渡島に際して、ゴボウの種子が着衣や物資に付着して運ば

れ、交易のための樺太アイヌの宗谷渡海や宗谷アイヌの樺太渡海の繰り返し、さらには 18 世紀後半

から始まった松前藩による北蝦夷地(樺太)開発によった往来が頻繁に繰り返されるなかで、着衣

等に付着したゴボウの種が樺太から宗谷に運ばれ、さらには道内各地に拡散した可能性がより強い

ものと考える。

6. おわりに

遺跡から出土した種子から、 6，000 年前の縄文時代前期には福井県鳥浜貝塚と

跡にゴボウが生育し、約 3，500 前頃には縄文時代後期中葉の小樽市豆、路土場遺跡、

河県菜畑遺跡、約1， 500 年前には続縄文時代の江別市江別太遺跡にゴボウが生育していた

らかになっている。

-34- η
。



北海道関拓記念館研究紀妥 第28号 2000年 3 月 山田悟郎:ゴボウ考

笠原安夫「栽培植物の伝播J U季刊考古学』第15号、 p.48-52、雄山閣出版、 1986

加藤普平『シベリアの先史文化と日本』六輿出版、 1985

)I I崎利夫「大陸と日本列島を結ぶ日本海J U古代史発掘総まくり.I p.248-253、朝日新聞社、 1996

窪田子蔵『協和使役』安政 3 年日本庶民生活史料集成第 4 巻、三…書房、 1969

『古事類苑』樋物部二・金石部、古川 i弘文錯、 1980

『近藤重蔵蝦夷地関係史料』大日本近世史料近藤重蔵蝦夷地関係史料、東京大学史料編纂所、 1984、 1986、

1989

『町年寄臼記抜警』安政 7 年 (1860) 松前町史史料篇第 2 巻、松前向、 1977

『松前蝦夷記』松前町史資料篇第 1 巻、松前町、 1974

松浦武凶郎『竹四郎遡浦日記』上、下、北海道企画出版センター、 1989

間宮林蔵「東装地方紀行 J U日本庶民生活史料集成』第 4 巻、三一書房、 1969

F露木縫彦「農耕は行われていたか?三内丸山遺跡のー栽培植物- JU縄文文明の発見.I p.223-233、 PHP研究所

宮部金吾・三三宅 勉 『樺太植物調査概報』、 1906

中尾佐劫『栽培植物の世界』中央公論社、 1976

西国正規「縄文時代の食糧資源と生業活動…鳥浜貝塚員塚の自然造物を中心として-JU季刊考古学.1 11巻 3 号、

1980

岡田康博・伊篠由美子「円筒土器文化の横物利用 J U考古学ジャーナル.I No.389 、 p.20 伺24 、 1995

輿律委『食辞林 J ふたばらいふ新書、 1997

島 義勇『入北記』北海道大学附隠図書館北方資料室

篠田 統『中国食物史』柴図書店、 1974

高橋正勝縞「江別太遺跡.IiI別市教育委員会、 1979

高橋謎「縄文時代中期の稲作探求 J U察白 直先生古希記念論文集.I p.1-21 、 1997

高嶋田郎・二井内清之・渡辺 斉『原色白本野菜図鑑』第 9 刷、保育社、 1980

椿坂恭代「柏原 5 逃跡、出土の積物遺体について J U柏原 5 遺跡.I p.604-615 、苫小牧市教育委員会、 1997

寺沢蒸・寺沢知子「弥生時代植物質食料の基礎研究ー初期農耕社会研究の前提としてー J U考古学論孜』種際

考古学研究所、 1981

山本正『近世媛夷地農作物地名別集成』北海道大学図書刊行会、 1998

矢野牧夫「北海道石狩低地帯の先史遺跡から出土した植物遺体 J U北海道開拓記念館研究年報』第 9 号、 p.5 四15 、

1981

矢野牧夫 r~ 、路土場遺跡から出土した植物遺体 J U小樽市忍路土場遺跡・?J、路 5 遺跡』第 4 分間、

北海道埋蔵文化財センター、 1989

音締昌一・椿坂恭代キウス 4 遺跡から出土した炭化様物穫子について J r千歳市キウス 4 遺跡

北海道埋蔵文化財センター、 1998

吉崎昌一・椿坂恭代「キウス 4 遺跡 A ・ H ・ I· K地区から出土し

(3).Jp.514-521 、北海道援蔵文化財センター、 1999

者 IF 自・参考文献

青葉高『野菜在来品種の系譜』法政大学出版会、 1981

知E震真志保『分類アイヌ語辞典』第 1 巻植物籍、日本常民文化研究所、 1953

『蝦夷地名記』美幌博物館、 1995

『鍛夷日記』嘉永 7 年、北海道大学附属図芸書館北方資料室蔵

省島敏雄『古島敏雄著作集』第六巻、策京大学出版会、 1975

橋本滋夫「日本海の海人文化と交流路 J r海を渡った縄文人.I p.253 冊299 、小学館、 1999

伊浮一男『薬草カラー図鑑 1.1主婦の友社、 1990

海保嶺夫「北方交易と中世媛夷社会 J r日本海と北国文化』海と列島文化 1 、 p.255 叩285 、小学鎗

「加資家氏大室主主ーヲンネニクル新畑作物の事 J r加資家文書・北方史史料集成』第 2 巻、北海道出版企画セン
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注 1 {議畠住が撰集した日本最古の字書。

注 2 深根縞仁が撰述した、薬物を主体としてその漢名を考定し、あわせて和産の有無、和産あるものには

その畿地を注記した、一穫の対訳名奨。

注 3 食料品の穏類・形態・調理法と食材があげられている。

注 4 海保嶺夫『日本北方史の論理』雄山間、 1974

36 一

縄文時代に容器に加工できるヒョウタン、ユウガオ、食糧資躍となるエゴマ、シソ、結豆、アブ

ラナ類、ソノヘ繊維と油がとれるアサとともに、ゴボウにどのような利用自的が期待されて日本国

内に持ち込まれたかは推論の域を出るものではない。利用自的があったというよりは、衣類などに

付着して偶然に持ち込まれた可能性が強い。

遺跡周辺に生育した見なれないゴボウを見た後に、自然の産物を多様に利用した縄文人によって

その利用法が生み出された可能性も残る。しかし、平安時代までのゴボウの根は、現在ロシア極東

地方や北海道大学構内に群生しているゴボウと同様に、その棋は期待されるほどの食料にはなり得

なかったものと考える。

いずれにしても、ゴボウの根を肥大させ野菜から競菜に格上げさせたのは日本人で、文献上で栽

培されたゴボウの存在が確認できるのは文永 3 年(1 266) のことで、当時は栽培されたゴボウと野

生したゴボウの両方が領家の取り分となっていた。だが、それ以前の元永 3 年 (1118) には字治平

等院での食材と怠れた記録があり、平安時代末には寺院料理に用いられるようになっていた。

一方、近世後半には蝦夷地でも運上屋等の畑でゴボウが栽培されるとともに、各地に野生のゴボ

ウが繁り、地域によっては野生のゴボウを食用としていたことが記録されていた。また、松前領内

では藩主類縁の番典として、領内で産したゴボウが使われていたこともあった。

近世後半の記録に残る野生のゴボウについては、山丹交易、北鍛夷地開発の過程で大陸から樺太

に、樺太から蝦夷地の宗谷に、宗谷から沿海沿いに各地に拡散した可能性が強く、その系譜につい

ては遺伝子等で縫認する必要があるが、そのゴボウが現在も野生しているものと考える。

おわりにあたって、ゴボウに関する文献資料調査で、当舘小林真人主任学芸員、笹木義友開拓の

村課長に資料の収集にあたっての協力や助言をいただいた。ここに記して感謝の意を申し上げます。
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AConsiderationonBurdocks

GoroYAMADA

IntheearlyJomonPeriodburdocks(Arctium)wereintroducedfromcontin 叩ts into

JapaneseIslandstogetherwithgourdsandmoon-flow 巴rs whichareabletobeprocess 巴d into

vessels , andSiso(b 巴efsteak plants) , Egoma(similartobeefsteakplants) , GreenorGolden

gram , rapesandbuckwheatswhichbecomefoodresources , andhempsfromwhichfibersand

oilcanbeobtainedandextracted.Althoughitisbeyondspeculationthattheburdockswere

import 巴d fromabroad , beingexp 巴cted forwhatpurposesofutilizationofburdocks , w巴 cannot

excludeapossibilityofaccidentaltransportationbyadheringtotheclothesofpeople.

Inth 巴 early JomonPeriodabout6,000 yearsagoitisknownthattheburdocksgrewatthe

Torihamashellmounds , FukuiPref 巴cture ， andtheSannai-MaruyamRemains , Aomori

Prefecture, andinthemiddlelateJomonPeriodtheyareknownfromtheOshorodoba

Remains , OtaruCity, andtheNabatakeRemains , FukuokaPrefecture, andintheEpi-Jomon

PeriodtheyarealsoknownfromtheEbetsubutoRemains ，日 betsu City, Hokkaido.

Theburdocksseemtohavefrowninwildfieldofseveralhistoricalremainsandwe I'巴

PI油ably introducedfromoutsideofJapaneseIslandsbyaccidentallyadheringontheclothes

ofpeople , butapossibilitystillremainsthatburdocksw巴re utilizedbytheJomonpeoplewho

begantousenaturalproductsinvariousways.BurdocksnowgrowwildinFarEastandinthe

Cむnpus ofHokkaidoUniversity , Sappor‘ 0 , buttheauthorconsidersthattherootsofburdocks

didnotbecomemainfoodsasoneexp 巴cted untiltheywereimprovedintheHeianPeriod.

Japanesepeopleforthefirsttimeweresuccessfultomaketherootsofburdockslargerand

raisedthepositionofthemfromwildplantstoeatablevegetables, andexistenceofcultivated

burdocksisrecognizedintheliteratur‘ es of1266(Bunei3).Atthattimebothofwildand

cultivatedburdocksbecometheexclusivepropertybytheterritoryowners.Howeverbefore

thisrecordthereisadocumentof1118(Gennei3)inthatfactsuggeststhatburdocks'were

usedastemplefoodsinthelateHeianPeriod.

Onthewhile , inHokkaidotheburdockswerecultivatedinthefieldsoftheUnjoyainthe

latterhalfoftheEdoPeriod.AndintheMatsumaeclantheburdockscultivatedwithinthe

territorywereusedsurelyasmonetaryofferingsamongtheirrelatives.

Wildburdockswhicharel'巴 corded inthedocumentsofthelatePerio

qo


